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§１．研究実施体制  
 

（１）都留グループ 

① 研究代表者：都留 稔了 (広島大学工学研究院，教授) 

② 研究項目 

 ①-1 Robust 膜の開発 ①-1 (a) シリコン系膜 

    ①-2 (c) 気相蒸着系膜 

 ①-2 計算機科学による製膜支援 

 ①-3 Robust 性とファウリング性評価と製膜へのフィードバック 

 

（2）大下グループ 

① 主たる共同研究者：大下 浄治 (広島大学工学研究院，教授) 

② 研究項目 

 ①-1 Robust 膜の開発 ①-1 (a) シリコン系 

 ①-2 計算機科学による製膜支援 

 

（3）西嶋グループ 

① 主たる共同研究者：西嶋 渉 (広島大学工学研究院，教授) 

② 研究項目 

 ② 多様な水源での Robust 性の評価 

 ③ Robust 膜モジュールの製造と実証 

 

（4）新谷グループ 

① 主たる共同研究者：新谷 卓司 (日東電工株式会社，メンブレン事業部 開発部 部長) 

H25 年度 

実績報告 



 

 

② 研究項目 

 ①-1 Robust 膜の開発 ①-1 (b) 炭化水素・ハイブリッド系 

 ①-3 Robust 性とファウリング性評価と製膜へのフィードバック 

 ③ Robust 膜モジュールの製造と実証 

 

（5）堤グループ 

① 主たる共同研究者：堤 行彦 (福山市立大学都市経営学部，教授) 

② 研究項目 

 ③ Robust 膜モジュールの製造と実証 



 

 

§２．研究実施の概要  
 

①-1 Robust 膜の創製（都留グループ、大下グループ、新谷グループ） 

 シリコン系については H24 年度の研究を継続し、架橋構造が膜の物性に及ぼす影響を検

討した。新規アルコキシドとして、剛直なジイン類やアルケニル置換トリアジン環を有す

る架橋型アルコキシドを合成し製膜を行った。また、膜の親水性を向上することにより水

透過性を改善することを目的とし、アンモニウム基が置換したシリカ膜の作製を行った。

また、剛直なアセチレンを架橋構造として有する BTESA（(EtO)3≡Si-C≡C-Si≡(OEt)3）を用

いて作製したシリカ膜は、これまで検討してきたエタン型やエチレン型の膜に比べて細孔

径が拡大し、高透水化が可能であることを明らかにした。このような架橋構造の違いが透

水性に及ぼす影響は、以下に示す計算機を用いた分子動力学法による透過シミュレーショ

ンで得られた予測値と良く一致した。 
 計算機による製膜支援については、材料開発シミュレーション統合ソフトウェアを用い

て有機架橋基の異なるオルガノシリカ膜構造モデルの構築を行い、各種ガス分子および水

分子の吸着・拡散シミュレーションを行うことにより，透過性の予測と実測値との比較を

行った。予測値は実測値と良好に一致したことから、計算機シミュレーションが膜材料の

設計に重要な情報を与えることが出来ることを明らかにした。 
 炭化水素・ハイブリッド系については、H24 年度ラボスケールで作製した耐塩素性ポリア

ミド膜の生産実機スケールでの製膜検討を行い、製膜条件を確立した。また、生産実機で

作製した膜はラボスケール膜と同等の耐塩素性を有することを確認した。 
 気相蒸着系については、各種シリカ前駆体を用いて製膜を行い、前駆体の化学構造が膜

の透過特性に影響を及ぼすことを明らかにした。 
 

② 多様な水源での Robust 性の評価（西嶋グループ） 
 蛍光光度計を用いた簡便なバイオフィルム形成ポテンシャル評価手法の開発を完了した。

開発した手法を用いて、水質や膜素材の違いによるバイオフィルム形成ポテンシャル、塩

素濃度とバイオフィルム形成ポテンシャルの関係について評価を開始した。 

 また、市販 RO 膜の塩素耐性を調査により、2 価の金属イオン共存下で塩素劣化が著しく

促進されることを見出した。 
 

③ Robust 膜モジュールの製造と実証（新谷グループ、西嶋グループ、堤グループ） 
 生産実機で作製した膜を用いて膜モジュールを製造し、目標とする膜性能を達成するこ

とを確認した。また、国内外の MBR 施設および RO 施設に関するコスト・エネルギー等の

情報収集を行い、既存 RO 膜処理システムの処理性能・コスト等に関する評価を行った。 
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